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　このたび、６代目の会長に就任いたしました十倉です。

　分子レベルでの高度な設計を施した人工材料を、精密に制御した製造工程で焼き固めた
ファインセラミックス（Fine Ceramics）には、他の素材では得られない特性を持たせること
ができます。JFCC は、“常に技術を利用する側の立場に立つ” ことを事業理念として、材料
技術研究所とナノ構造研究所の連携によって、ファインセラミックスの可能性を拡大し、産業
への応用を実現してきました。エネルギー分野、情報通信・エレクトロニクス分野などでのファ
インセラミックスへの期待は大きく、その生産総額は毎年順調に伸びています。2018 年度は、
３兆円を超える見込みです。多くの受賞歴を持つ JFCC の活動は、ファインセラミックスの成
長を支える重要な力の一つであることは間違いありません。JFCC の活動を担ってこられた皆
さんの不断の努力に改めて敬意を表します。

　しかし、今までの成長が今後の成長を約束するわけではありません。近年、SDGs や
Society5.0 を意識した社会的重要課題は高度かつ多様化し、今までの開発の延長上では解
決が難しくなってきました。資源の乏しい我が国がファインセラミックスの競争力を維持し、
グローバルな競争に勝ち残るには、新規材料を短期間で開発することが求められます。社会
的重要課題の解決に向かって、JFCC の特徴である世界最高水準の電子顕微鏡観察技術、製
造プロセス技術、信頼性評価解析技術に、発展著しい AI 等のデジタル革新も組み合わせ、
独創的な新規材料の発見に挑み続けていただけたらと思います。

　JFCC には、研究開発以外に４つの事業があります。民間受託・共同開発事業、研究技術
普及啓発事業、中小企業技術振興事業、国際交流事業です。広く研修生、研究員を受け入れ、
ファインセラミックスの将来を切り拓く人材を育成し、研究成果を広く共有することも、研究
開発と等しく、JFCC の重要な責務です。国籍、年齢、経験などが異なる多様なメンバーに、
日本人の強みであるチームワークを加えれば、広く世界に貢献できる研究組織としての総合力
を高められるに違いありません。

　JFCC の行動憲章の５項目の最後に挙げられているのは、「弛まぬ研鑽」です。多様なメン
バーがチームワークを発揮し独創的な新規材料を社会に送り出すには、研究者それぞれに世
界と伍していく知識、経験と覚悟が欠かせません。アカデミアの最先端の知識やお客様のニー
ズから常に学び、COE(Center of Excellence) としての覚悟を持って、一日一日研鑽を積み重
ねていきましょう。

会長就任にあたって

住友化学株式会社　 代表取締役会長
十倉　雅和
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事業報告

　日　時　2019 年 5 月 29 日（水）16：00 ～ 17：40
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．2018 年度事業報告及び決算の承認について
　　　　　２．公益目的支出計画実施報告書の承認について
　　　　　３．第 10 回評議員会の開催について

　日　時　2019 年 6 月 13 日（木）16：00 ～ 17：05
　場　所　ＪＦＣＣ会議室
　議　事［議決事項］
　　　　　１．2018 年度決算の承認について 
　　　　　２．評議員の選任について
　　　　　３．評議員会議長 ( 会長 )・副議長 ( 副会長 ) の選任について
　　　　　４．理事・監事の選任について
　　　　　５．特別顧問・顧問の委嘱について
　　　　　６．理事の報酬総額について
　　　　［報告事項］
　　　　　１．2018 年度事業報告について
　　　　　２．公益目的支出計画実施報告について
　　　　　３．2019 年度事業計画及び予算について
　　　　［研究紹介］
　　　　　「Nd:YAG レーザーを用いた酸化物セラミックスの短時間焼結技術」

　理事会、評議員会を以下のとおり開催しました。
　事業報告・決算、公益目的支出計画実施報告、役員の交代等の議案について承認されました。

「理事会」「評議員会」の開催

○第 21 回理事会

○第 10 回評議員会

　2019 年 6 月 13 日開催の評議員会において役員の異動があり、以下の役員体制となりました。

（2019 年 6 月 13 日現在）

役員の異動

１．評議員
　　◆　十倉　雅和　住友化学（株）　代表取締役会長
　　◇　岡本　一雄　元トヨタ自動車（株）　代表取締役副会長
　　◇　尾堂　真一　日本特殊陶業（株）　代表取締役会長
　　◇　豊田　鐵郎　( 一社 ) 中部経済連合会 会長
　　◇　水野　明久　中部電力（株）　代表取締役会長
　　　　秋田　重人　名古屋市　市民経済局　参事
　　　　安達　宗徳　名古屋鉄道（株）　取締役
　　　　小川　秀樹　名古屋商工会議所　専務理事
　　　　郷　　泰彦　岐阜県 商工労働部 産業技術課長
　　　　鴻池　健弘　（株）村田製作所　執行役員
　　　　後藤　光宏　住友電気工業（株）　執行役員
　　　　武内　幸久　日本ガイシ（株）　代表取締役副社長
　　　　永井　　淳　新東工業（株）　代表取締役社長
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事業報告

２．理事

３．監事

４．特別顧問

５．顧問

　　○　服部　哲夫　元トヨタ自動車東日本（株）　名誉顧問
　　　　小川　正樹　( 一社 ) 中部経済連合会　専務理事
　　　　加古　　慈　トヨタ自動車（株）　先進技術開発カンパニー 材料技術領域長
　　　　小島多喜男　日本特殊陶業（株）　取締役　上席執行役員
　　　　佐々木　隆　東芝エネルギーシステムズ（株）　統括技師長
　　　　七瀧　　努　日本ガイシ（株）　執行役員
　　　　渡邊　広志　中部電力（株）　専務執行役員
　　　　渡辺　弘之　（株）日立製作所　中部支社　支社長執行役員
　　　　吉田　盛厚　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　専務理事
　　　　髙田　雅介　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　専務理事
　　　　梅村　　晋　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　常務理事
　　　　浅野　恭史　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　常務理事
　　　　平山　　司　( 一財 ) ファインセラミックスセンター　執行理事

　　　　　○ 理事長（代表理事）

　　　　武藤　陽一　( 公財 ) 中部科学技術センター　専務理事
　　　　矢野友三郎　( 一社 ) 日本ファインセラミックス協会　専務理事

　　　　豊田章一郎　　トヨタ自動車（株）　名誉会長

　　　　淡野　正信　産業技術総合研究所 中部センター 所長
　　　　飯島　澄男　名城大学　終身教授
　　　　鵜飼　裕之　名古屋工業大学　学長
　　　　大橋　正昭　元ファインセラミックスセンター 　理事長
　　　　岸　　輝雄　東京大学　名誉教授
　　　　塩原　　融　元国際超電導産業技術研究センター 超電導工学研究 名誉所長
　　　　庄山　悦彦　元ファインセラミックスセンター　会長
　　　　瀬谷　博道　元ファインセラミックスセンター　会長
　　　　種村　　榮　元ファインセラミックスセンター  材料技術研究所長兼ナノ構造研究所長
　　　　中村　　浩　（株）豊田中央研究所　リサーチアドバイザー
　　　　新原　晧一　長岡技術科学大学　名誉教授
　　　　野嶋　　孝　元ファインセラミックスセンター  理事長
　　　　平野　眞一　名古屋大学　名誉教授
　　　　牧島　亮男　北陸先端科学技術大学院大学　プレジデンシャル・アドバイザー
　　　　松尾　清一　名古屋大学　総長

　　　　仲川　彰一　京セラ（株）　研究開発本部 デバイス研究開発統括部長
　　　　永田　　滉　（株）ノリタケカンパニーリミテド　執行役員
　　　　西村　信治　（株）日立製作所 研究開発グループ 基礎研究センタ長
　　　　西村　美郎　愛知県 経済産業局 技監
　　　　畠澤　　守　（株）東芝 執行役上席常務
　　　　前川　睦敏　三重県 雇用経済部 ものづくり ･ イノベーション課長
　　　　増田　信之　東邦ガス（株）　常務執行役員
　　　　矢野　　仁　愛知県陶磁器工業協同組合　副理事長
　　　　山中　康司　（株）デンソー　代表取締役　取締役副社長

　　　　　◆会長（評議員会議長）　　◇副会長（評議員会副議長）
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　世界からトップレベルの科学者、技術者を招き、ナノ構
造解析、最先端の材料設計等に用いられる電子顕微鏡・理
論計算について、その最新技術と成果を深く議論する『第
6 回最先端の顕微鏡と理論計算に関する国際シンポジウム

（AMTC6）』を 6 月 14 日～ 15 日、愛知県産業労働センター
（名古屋市）にて開催いたしました。
　このシンポジウムでは 18 件の招待講演（海外 8 件、国
内 10 件）と 113 件のポスター発表が行なわれました。招
待講演者は、世界 5 カ国から招聘し、「材料科学における
先進 TEM、STEM イメージング」、「機能材料のその場観察・
解析」、「材料科学のフロンティア」および「モデリング＆
シミュレーション」の各セッションで講演を行い、7 ヶ国、
208 名の参加者があり、活発な議論が行われ、意義ある
国際シンポジウムになりました。

『The 6th International Symposium on Advanced Microscopy
and Theoretical Calculations（AMTC6）』　開催結果の報告

　◇主な招待講演者
　　 ・Jürgen Janek　博士	 　　（ユストゥス・リービッヒ大学ギーセン／ドイツ）
　　・Chris G. Van de Walle　博士　（カリフォルニア大学サンタバーバラ校／米国）
　　・柴田　直哉　博士	 　　（東京大学教授）
　　・松永　克志　博士	 　　（名古屋大学教授）

【第４回 関西高機能セラミックス展】の協賛、出展

　5 月 22 日（水）～ 5 月 24 日（金）の 3 日間インテックス大阪で開催された、素材から新製品までの幅広いニーズ／シー
ズが集結する関西高機能セラミックス展に出展しました。JFCC は多くの企業様に活用いただける最新機器を用いた試験
評価技術を紹介し、様々な業界の方々に
来場頂きました。

　5 月 21 日（火）に第 27 回材料計算セミナーを開催しました。
今回は、Materials Design 社の Ray Shan 博士をお招きして、最新の理論計
算技術およびそれを応用したハイスループット大規模計算、大規模古典分子
動力学法の理論計算に関する講演を行っていただきました。

ナノ構造研究所　材料計算セミナーを開催
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第 31 回 2019 年度 JFCC 研究成果発表会を開催

　7 月 12 日（金）愛知県産業労働センター（ウインクあいち）、7 月 19 日（金）東京大学武田先端知ビルにて、2019 年
度 JFCC 研究成果発表会を開催しました。
　東京会場は、特別講演 1 件、研究成果ショートプレゼンテーション 12 件、ポスターセッション 36 件でしたが、名古屋
会場については、試験評価技術のポスターを 21 件増やし、ポスターセッション 57 件として、ALL-JFCC 体制で臨みました。
　来場者数は、名古屋会場 284 名、東京会場 183 名と多数のご来場をいただきました。
　当日いただいたアンケートも概ね良好な結果であり、熱気あふれる活発な意見交換が行われ、成功裏に発表会を終了
できました。来年も皆様のご意見を反映した発表会を企画いたします。

＜特別講演＞
・名古屋会場	 　　航空宇宙分野で花開く高温構造セラミックス
				    大同大学　名誉学長、　東京工業大学　名誉教授　　澤岡  昭  氏
・東京会場	 　　日本の将来、日本の大学
				    豊橋技術科学大学　学長、　前日本学術会議　会長　　大西  隆  氏

特許紹介

2018 年度 特許登録実績　(2018/4/1 〜 2019/3/31)

1 電磁波吸収コーティング剤、コーティング剤が
塗布されたシート及びコーティング剤の作製方法 2014.3.12 2014-49023 2018.4.27 6328450

2 2013.6.28 2013-136195 2018.4.27 6329733

3 結晶配向セラミックス積層材料及びその製造方法 学校大学法人横浜国立大学

-

（株）西澤
 シーエムシー技術開発（株）

2014.6.26 2014-131393 2018.5.11 6331083

4 （株）斉藤光学製作所
秋田県 2014.3.18 2014-054845 2018.5.25 6340497

5 過熱水蒸気処理炭素繊維の製造方法 学校法人大同学園
公益財団法人科学技術交流財団 2014.1.23 2014-10822 2018.5.25 6340619

6 国立大学法人岐阜大学

トヨタ自動車（株）

2014.8.22 2014-169617 2018.6.29 6358656

7 SiC 結晶の製造方法 2015.6.22 2015-125019 2018.7.27 6374354

8 国立研究開発法人産業技術総合研究所 2014.12.24 2014-259658 2018.10.26 6422157

9 ガス分離膜、ガス分離材、及びガス分離膜の
製造方法

人工光合成化学プロセス技術
研究組合 2014.12.26 2014-263865 2018.11.30 6442277

10

11

12

13

（株）IHI

-

人工光合成化学プロセス技術
研究組合

中部電力（株）

2017.3.14

2014.12.24

2014.12.26

2014.10.21

2017-503436

2014-259660

2014-263864

2014-214131

2018.11.30

2019.1.11

2019.3.1

2019.3.29

6442597

6461593

6488128

6502646

発明名称 共願人 出願日 出願番号 登録日 登録番号

＊ 本件に関するお問い合わせ先：研究企画部　服部・山田　TEL:052-871-3500（代）　FAX:052-871-3599　　E-mail:masateru_hattori@jfcc.or.jp

半導体ウェハのエッチング方法、半導体ウェハの
製造方法および半導体ウェハの結晶欠陥検出方法

研磨材および研磨方法

積層材料及びその製造方法

ダイヤモンドのエッチング方法、ダイヤモンドの
結晶欠陥の検出方法、およびダイヤモンド結晶の
結晶成長方法

耐環境性被膜

窒化物系半導体基板のエッチング方法および
窒化物系半導体膜の作成方法

窒化物系半導体基板のエッチング方法および
窒化物系半導体膜の作成方法

電極 / 電解液界試料の作製方法および電位分布の
その場観察方法

単願特許（国内）：2 件　【累積保有数：21 件】　　共願特許（国内）：11 件　【累積保有数：92 件】
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の動きJFCC

常務理事　　浅野　恭史
　中部電力から出向しております浅野恭史と申します。出向元では２０年超を火力発電用燃料
業務、インドネシアやカタールを中心とした LNG（液化天然ガス）の調達や、FOB 手配の LNG
輸送のための専用船の発注、建造、保船、延命工事等に関与しておりました。至近の３年半は
東京電力殿との折半出資にて設立した火力発電事業・燃料事業統合会社である JERA（ジェラ）
に出向し、LNG 船団の運航管理に従事しておりました。
　JFCC につきましては会社の諸先輩、同期の出向先として昔から名前だけは知っており、休日
の外出などで付近を通りかかったことはありますが、自身に縁が出来るとは想像しておりませ
んでした。
　４月に出向して約４ケ月、所内の研究員、技術員の話を聞く機会が何度か有り、（技術的な内
容が把握できるにはまだまだ時間を要するものの）所員一同の課題認識、向上心には日に日に
惹かれて来ております。
　出向元で日本のエネルギー需要の先行きを見てきた立場からも製造業を中心とした産業構造
が変革期にあることには多言を要しないところと思料致します。一方で、先端技術を要する
JFCC が産業界に貢献できる機会はまだまだ眠っている、と感じており、ニーズとシーズのマッ
チング機会の掘り起こしを進めて行くべく、JFCC 一同でチーム一団となって務める所存です。
どうかご指導のほど宜しくお願い致します。

２０１９年４月３０日付
　退職（定年）
　　材料技術研究所　材料評価・試作グループ　上級技師		  山田　達也

２０１９年６月１０日付
　嘱託採用
　　ナノ構造研究所　電池材料解析グループ　研究員		  黃　馨慧

２０１９年６月１３日付
　常務理事退任							       丹羽　漸
　常務理事就任							       浅野　恭史

２０１９年６月１４日付
　　参与							       丹羽　漸

２０１９年６月３０日付
　出向元復帰
　　参与							       丹羽　漸（中部電力株式会社）
　　材料技術研究所　先進構造材料グループ　主任研究員		  森　匡見（中部電力株式会社）

人の動き

○公益財団法人マザック財団
　マザック高度生産システム研究助成
　受賞日　　2019 年 5 月 16 日
　受賞者　　石川　由加里
　受賞題目　パワーデバイス用ウエハの研削加工変質層評価法の開発

○一般社団法人粉体粉末冶金協会
　論文賞
　受賞日　　2019 年 6 月 4 日
　受賞者　　髙田　真之（日本特殊合金株式会社）
　　　　　　松原　秀彰（ＪＦＣＣ客員主管研究員／東北大学）
　　　　　　森　吉弘（日本特殊合金株式会社）
　　　　　　松田　哲志
　受賞題目　WC-Co 超硬合金の粉成長に対する Ti(C,N) 粒子分散の
　　　　　　抑制効果

表　彰
○公益社団法人日本セラミックス協会
　国際交流奨励賞 21 世紀記念個人冠賞　倉田元治賞
　受賞日　　2019 年 6 月 7 日
　受賞者　　小林　俊介
　受賞題目　Li イオン電池に使われているセラミックスである
　　　　　　正極材料の構造解析における研究成果

○公益社団法人日本セラミックス協会
　進歩賞
　受賞日　　2019 年 6 月 7 日
　受賞者　　横井　太史
　受賞題目　有機物質を用いた階層構造制御による
　　　　　　バイオセラミックスの創製

○公益社団法人日本顕微鏡学会
　奨励賞
　受賞日　　2019 年 6 月 18 日
　受賞者　　小林　俊介
　受賞題目　走査型透過電子顕微鏡を用いたリチウムイオン
　　　　　　二次電池正極単結晶の研究

役員紹介
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事務局　総務グループ　　三浦　靜南

ナノ構造研究所　電子顕微鏡基盤グループ　　伊藤　大志

ナノ構造研究所　計算材料グループ　　藤井　進

材料技術研究所　先進構造材料グループ　　寺坂　宗太

材料技術研究所　高信頼性材料グループ　　河合　江美

　2019 年 4 月 1 日付で採用していただきました三浦靜南と申します。どうぞ宜しくお願いい
たします。
　現在、事務局総務グループの調達を担当しております。社会人一年目で右も左も分からない
状態ですが皆様が優しく指導していただいているおかげでなんとかやっていけており、大変感
謝しております。今はいち早く JFCC に慣れて確実に仕事を覚えていき、ゆくゆくは一人前の事
務職員なれるよう精一杯努力していきますのでご指導ご鞭撻よろしくお願いいたします。

　2019 年 4 月 1 日付けでナノ構造研究所 電子顕微鏡基盤グループに配属されました、伊藤大
志と申します。
愛知県立愛知総合工科高等学校機械制御科を今年 3 月に卒業し、主に金属の加工技術、それに
伴う材料の知識、また機械を制御するための基本的な電気系の内容を学んできました。
現在は先輩方のご指導のもと、電子顕微鏡に関する技術や知識の習得に励んでおります。分か
らないことも多いですが、学生時代で得た学ぶ力を活かし、一歩前進できるようこれからも努
力していきたいと思います。
社会人として 1 年目であり、不安もありましたが皆様が親切にしてくださり楽しく過ごすこと
ができ、大変感謝しております。
　まだまだ未熟者でご迷惑をおかけすることも多いかと思いますが、ご指導ご鞭撻のほどよろ
しくお願いいたします。

　2019 年 4 月 1 日付けでナノ構造研究所・計算材料グループに配属されました、藤井進と申
します。修士・博士課程では、大阪大学吉矢研究室に所属し、原子レベルの熱伝導を解析する
ための計算手法の開発およびそれを用いた酸化物の熱伝導機構の解明に取り組んできました。
その後、同研究室で SIP 革新的構造材料の特任研究員として着任し、第一原理計算を用いた希
土類酸化物の高温物性に評価なども行って参りました。
　現在ファインセラミックスセンターでは、情報統合型物質・材料開発イニシアティブの研究
員として、機械学習や統計的手法を活用した材料物性の起源解明および新規材料の探索を進め
ております。経験が少ない分野ではございますが、積極的に知識を取り入れ、これまでに培っ
てきた計算技術やファインセラミックスセンターの豊富な計算資源と上手く融合させて、先進
的な成果を生み出すべく努力して参ります。
　至らぬ点も数多くあるかと存じますが、ご指導、ご鞭撻のほど、どうぞよろしくお願い申し
上げます。

　2019 年 4 月 1 日付で研究員待遇として採用していただき、材料技術研究所・先進構造材料
グループに配属されました寺坂宗太と申します。昨年までは東北大学に所属しており、戦略的
イノベーション創造プログラムのポスドクとしてジェットエンジンの焼結と剥離のシミュレー
ション研究に携わっておりました。
　この度は、JFCC のようなセラミックスの専門家の方々が集まり、設備基材のそろった研究所
で研究させていただけることを大変楽しみに思っております。
　これからはレーザー焼結による組織変化の実験とシミュレーションの研究を行っていく予定
です。少しでも早くお役に立てるよう頑張りますので、ご指導ご鞭撻のほど何卒よろしくお願
い申し上げます。

　2019 年 4 月 1 日付けで、材料技術研究所の高信頼性材料グループに配属されました河合江
美と申します。修士課程では、微細ポリマー繊維の添加による炭素繊維強化プラスチックの疲
労寿命改善およびそのメカニズム解明を、博士課程では、サブミクロンスケール異材積層界面
の破壊特性に関する研究を行っておりました。その後、東京大学で 3 年間、耐環境性セラミッ
クスコーティングの界面強度評価に関する研究に従事しておりました。
　JFCC では、現在、超高温遮熱性コーティングの遮蔽性評価・向上のために必要な高温酸素透
過法による物質移動機構解析に関する知識および技術を、グループの皆様のお力添えを頂きな
がら習得中です。さらに今後は、これまでの研究により得られた異材界面での破壊に関する知識・
経験を活かし、環境遮蔽性だけでなく機械的信頼性の評価および向上にも貢献していきたいと
思っております。JFCC の社員として、また研究者として日々精進して参りますので、今後とも、
ご指導ご鞭撻のほど、よろしくお願い致します。

職員紹介
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　10 月 18 日（金）に、JFCC、東京工業大学、名古屋工業大学、物質・材料研究機構、産業技術総合研究所の五セラミッ
クス研究機関合同講演会が東京工業大学すずかけ台キャンパスに於いて開催されます。
　今回の合同講演会では「セラミックス科学・化学の最前線」をテーマに 10 件の講演が行われ、JFCC からも以下の２件
の講演を行います。

１）次世代パワー半導体材料の結晶欠陥評価（材料技術研究所 上級研究員 姚 永昭）
２）Li イオン二次電池の Li 濃度分布可視化技術の開発（ナノ構造研究所 上級研究員 小林俊介）

　リードエグジビションジャパンの主催により開催される第４回高機能セラミックス展に協賛、および出展いたします。さ
らに、企業の皆様の課題解決に役立つ技術の展示を行います。皆様のご来場をお待ちしています。

● 開催日時：2019 年 12 月 4 日 ( 水 ) ～ 6 日 ( 金 )
● 開催会場：幕張メッセ
● 主催：リードエグジビションジャパン株式会社
● 共催：一般社団法人日本ファインセラミックス協会

第 19 回 五セラミックス研究機関合同講演会の開催

【第４回 高機能セラミックス展】の協賛、出展予定

　第一線で御活躍の専門家の方々にわかりやすくご講演いただきます。多数の皆様がご参加くださいますようご案
内申し上げます。（参加申込の受付は、9 月より JFCC ホームページで行います）
● 日時：2019 年 10 月 25 日（木）13:00 ～ 17:30
● 会場：愛知県産業労働センター（ウインクあいち）5F 小ホール

ファインセラミックスシンポジウム 2019 開催のご案内

IoT を支える材料・要素技術開発
〜課題と将来展望〜

事業案内
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ナノ構造研究所　電池材料解析グループ　　黄　馨慧
　2019 年度 6 月 10 日付けでナノ構造研究所の電池材料解析グループに配属されました
黄馨慧 ( ファン シンホエ ) です。現在は先輩方のご指導の元で勉強させて頂いておりま
す。I received the double B.E degrees in Physics from University of Tunghai in Taiwan and 
Materials Science Engineering from University of New South Wales (UNSW) in Australia. 
Upon graduation, I found my interest in research and decided to pursue Ph.D. study in UNSW 
under the supervision of Prof. Paul Munroe and Prof. Nagarajan Valanoor. Domain structure in 
ferroelectric bilayers has been studied throughout my Ph.D. After receiving the Ph.D. degree, 
I joined Surface Science Laboratory (Prof. Yoshimura Masamichi) at Toyota Technological 
Institute in Nagoya working on graphene and 2D related materials. Here, it is an honor and a 
privilege to be part of JFCC. 今後ともご指導ご鞭撻のほどをよろしくお願い申し上げます。


